
昭和34年6月20日発行ひさあ第 46号(1) （賠訴お~）

編
印集
｝；日！煎
刷El発
P!J行
所役人
場
開 J1'-JFサ

朝

日

神

社

よ

り

白

鳥

を

温

む

大
菅
述
二

越

印

刷

後はつ中大強践しなの現育 水名り
四五い 己主家くがてつ設在所主島 の役五
時月ての庄要交はた備l吹のな民委場月
四二論｜！日診躍さ了こで容増る生員委二
十十ぜ臨療それ承とは人築審説、員十
分八ら及所の結、に狭負に議長当会二
閉臼れびの｛也局施よくがつ事の局室日
会にる拳レ保公工るな蹴 L、項出かに午
。行。節ン脊入JJもり I曽てに席らて後
う2界保ト閥札法の増し、つには袖ニ
こ節 育ゲの とにで築た赤い よ山木時
と保所ン移云つ、のの川てり崎委四
に脊の購襲うい委余で｛采は開助員十
決所視入間こて員儀、育赤会役長五
定視察、閣との会な既所川 及外分
午祭に泊、を質とく設は保 び四よ

苦 イは顔歓庁菓子支保を七島委
労各 、小。迎、子供す育積名民員五
がほサさ視にどを達る所んで生長月
偲育ヨい察委とそは境をで役課柚二
ば所ナ手終員のつ静川廻草場長木十
れとラをつの保とかi峡り野白 、女八
たも 、思て方脊置に大 、保動金次日
v 施 ：い自達所ぃ午平最育車弁氏午
設 I切動はでて臨保後所に主外前
の！り事終も午の育にを慰事萎九
千己 振の始小後最所ハ皮問他員時
~ つ発 ー さ三中をヲ切品 一 三三
て平コい時、訪パりの名名十
パのニ子過土れのに葉、及分
イと コ供ぎ産ると、子一びよ
パ：？＂笑の帰のとだ各袋行＊り

一電
源
開
発
特
別
委
員
会

一

五
月
二
十
二
日
午
前
十
時
三
十
分
よ
り

一役
場
内
委
員
会
室
に
お
い
て
委
員
会
側
酒

－
井
要
員
長
外
九
名
当
局
側
本
品
町
長
始
め

一
同
助
役
出
席
の
も
と
に
開
会

境
川
発
電
所
の
経
過
に
つ
い
て
木
村
町

長
よ
り
説
明
、
酒
井
委
員
長
か
ら
は
電
源

開
発
に
対
す
る
地
元
の
協
力
左
力
説
そ
の

他
削
日
町
の
電
源
開
発
に
関
す
る
見
通
し

等
に
つ
い
て
各
委
員
よ
り
活
発
な
意
見
が

発
言
さ
れ
、
午
前
十

一
時
会
識
を
終
っ
て

一
符
北
陸
電
力
差
廻
し
の
パ
ス
に
て
境
川

発
電
工
事
の
現
場
視
察
を
符
う

北
電
の
高
柳
所
長
、
朝
倉
次
長
、
村
上

建
設
か
ら
望
月
所
長
及
び
相
川
次
長
か
ら

小
雨
降
る
中
所
－
い
と
わ
子
発
電
所
の
計
画

工
事
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
聴
い
て
午

後
二
時
帰
庁
。

厚

生

委

員

会

産

業

委

員

会

五
同
二
十
二
円
午
後
二
時
四
十
分
か
ら

役
場
持
別
宗
一に
お
い
て
閥
会
。

叫
山
席
委
員
、
大
村
委
員
長
外
五
名
、
当
閃

か
ら
は
大
久
保
助
役
始
め
赤
川
政
築
課
長

清
水
課
長
代
別
出
席
の
も
と
に
閥
会

大
家
臣
簡
易
陪
叶
品
川
州
場
ル
叫
ん
附
に
つ
い
て
審

議
現
化
の
屠
殺
場
を
附
築
し
整
備
し
な
け

れ
ば
庶
殺
腸
と
し
て
許
吋
さ
れ
な
い
。
そ

れ
で
四

O
万
円
伎
の
日
伎
を
か
け
て
紋
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主
広
う
も
の
。
結

mm
は
折
伺
の
施
設
で
あ
る
か
ら
大
家
庄
段

協
と
も
話
し
あ
い
の
上
開
備
す
る
こ
と
に

同
意
。
そ
の
他
花
開
の
林
道
仙
寺
に
つ
い
て

も
協
議
さ
れ
た
。
又
六
月
三
日
臨
林
省
北

陸
政
事
試
験
場
を
見
学
す
る
こ
と
を
決
め

て
午
後
五
時
四
十
分
過
ぎ
散
会
。

厚

生

委

員

会

保
ほ
の

産

業

委

員

会

六
月
三
日
真
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
好

天
気
、
大
村
蚕
民
長
外
五
名
、
赤
川
産
業

謀
長
他
一
名
、
高
旧
市
の
政
林
省
北
陸
操

業
試
験
場
を
訪
ね
る
。
木
根
淵
技
官
か
ら

今
年
の
稲
作
と
問
題
点
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
と
轟
く
。
昨
今
四
年
続
き
の
豊
作
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
農
業
技
術
の
改
良
、
新

品
目
楽
の
使
用
に
よ
り
一半
年
化
し
て
い
る
。

こ
れ
以
上
生
涯
の
安
定
と
噌
牧
を
は
か
る

に
は
読
ん
べ
高
度
な
技
術
を
取
入
れ
て
ゆ
か

ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
こ
と
で
あ
つ
れ
れ
。
後
で

長
川
会
舘
の
屋
上
で
高
田
平
野
を
眺
忠
一
し

な
が
ら
木
根
淵
技
官
の
土
地
条
件
の
整
備

と
稲
作
行
却
、
試
験
喝
の
規
模
、
施
設
等

に
つ
い
て
説
明
あ
り
、
非
常
に
有
意
義
で

あ
っ
た
。
朝
日
町
と
し
て
は
今
後
土
地
改

良
（
客
土
晴
海
排
水
）
事
業
か
推
進
し
生

産
性
を
高
め
、
経
営
の
合
由
化
を
図
る
棟

に
す
べ
き
で
あ
る
。

総

務

委

員

会

六
月
八
日
午
後
二
時
O
主
分
よ
り
総
務

委
員
会
開
催

出
席
委
員
六
名
、
議
長
、
当
局
か
ら
町

長
始
め
両
助
役
、
総
務
課
長
が
出
席

月
山
防
火
貯
水
暗
に
つ
い
て
は
大
久
保

助
役
よ
り
報
告
説
明
、
次
の
入
魂
式
に
つ

い
て
は
、
一
応
六
月
十
六
日
と
予
定
し
団

と
も
相
談
の
上
決
定
す
る
。

小
型
ポ
ン
プ
の
購
入
に
つ
レ
て
は
ト
ー

ハ
ツ
型
〈
セ
ル
そ

l
タ
付
〉
－
一台
、
西
草

野
と
漏
泉
町
に
醍
置
す
る
。

ホ
ー
ス
干
湯
に
つ
い
て
は
笹
川
と
蛭
谷

に
作
る
。

庁
舎
の
営
繕
に
つ
い
て
は
建
物
の
外
廻

h
を
控
装
、
花
だ
ん
を
作
る
こ
と
な
げ
と
、

支
所
の
廃
化
に
つ
い
て
は
当
面
の
重
要
な

こ
と
だ
が
種
々
の
事
情
が
あ
る
の
で
特
に

印
民
の
了
解
を
得
る
よ
4
努
力
す
る
。

小
州
市
ト
ラ
ッ
ク
及
び
乗
用
者
の
購
入
に

つ
い
て
。
ト
ラ
ッ
ク
は
町
の
建
設
事
業
に

使
川
三
屯
市
中
を
買
入
れ
る
、
乗
用
者
は
町

民
の
連
絡
等
そ
の
他
利
便
を
図
る
た
め
の

も
の
。そ
の
他
二
三
小
さ
い
雑
件
に
つ
い
て
審

殺
さ
る
。
閉
会
午
後
五
時

O
五
介
。
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六
月
九
臼
午
後
二
時
O
五
分
番
臼
六
名

当
局
か
ら
本
村
町
長
、
大
久
保
、
山
崎
両

助
役
、
沢
国
政
入
役
、
川
上
教
育
長
山
町

の
も
と
に
開
会
。

柏
木
蚕
員
長
か
ら
泊
小
中
日
子
校
の
問
削

に
つ
い
て
当
問
の
意
向
を
述
べ
こ
れ
に
対

す
る
委
員
の
意
見
等
を
聞
き
た
い
と
の
発

言
で
協
議
が
進
め
ら
れ
、
最
後
は
泊
中
学

校
の
移
築
の
場
所
、
箆
中
学
校
の
統
合
に

絞
ら
れ
早
急
に
位
置
の
決
定
と
監
中
学
校

の
統
合
を
議
会
に
諮
り
．
当
問
は
勿
論
議

会
一
丸
と
な
っ
て
こ
れ
に
当
る
べ
き
．
た
。

小
川
中
学
校
r
T
A
代
表
か
ら
の
計
画
変

更
に
件
う
資
材
費
等
に
つ
い
て
の
陳
情
を

聴
き
、
一
応
止
む
を
得
な
い
も
の
主
認
め

議
会
に
早
急
に
諮
っ
て
貰
い
た
い
と
い
う

と
と
に
な
っ
た
。

ひさ

民
生
委
員
推
せ
ん
委
員

こ
の
度
朝
日
町
民
生
委
賞
推
せ
ん
会
委

員
の
任
期
満
了
に
よ
り
新
し
く
九
氏
を
選

任
し
た
。厚

生
委
員
季
節
保
育
所
視
察

（
辻
保
育
所
に
て
）
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ii委委
員
員長

大
森
政
治
（
南
保）

水
島

笠

（境
）

岩
谷
健
次
〈
宮
崎
〉

高
桜
三
郎
（
泊
）

水
野
す
な
（
ご

上
回
額
二
〈
五
ケ
庄
）

高
田
昭
一
（
大
家
庄
）

仙
名
敏
子
（
山
崎
）

沢
本
瞥
次
〈
野
中
〉

，， II II II II II 
社
会
福
祉
資
金
の
寄
附

社
会
の
経
済
状
勢
の
深
刻
化
に
相
伴
う

て
住
民
の
社
会
福
祉
事
業
の
発
展
の
欲
求

と
国
民
た
す
け
あ
い
の
気
運
が
増
し
日
常

の
生
活
に
困
る
人
A

に
と
境
問
附
申
込
は
日

を
追
う
て
増
し
て
参
り
今
春
来
朝
日
町
社

会
福
祉
協
議
会
で
受
付
致
し
ま
し
た
国
民

た
す
け
あ
い
の
寄
附
金
は
左
記
の
と
お
り

で
あ
り
、
こ
の
人
達
の
美
徳
に
対
し
て
は

町
民
挙
っ
て
賞
賛
し
た
い
も
の
と
思
レ
ま

す。一

金

五

O
O円

朝
日
町
南
保
谷
口
米
吉
方

谷
口
美
枝
子
様
（
十
九
才
〉

一

金

九

O
七
円

朝
日
町
南
保
勝
原
伊
次
郎
様

ハ
五
十
七
才
）

－

金

四

O
O円

朝
日
町
南
保
土
井
和
助
方

土
井
和
子
様
ハ
十
一
才
〉

一
金
五
十
円

朝
日
町
南
保
長
谷
袖
親
方

長
谷
き
〈
様
〈
五
十
二
才
〉

一

金

二

O
O円

朝
日
町
草
野
柳
原
民
和
棟

（
二
十
一
才
）

一
金

四
O
O円

朝
日
町
泊
伊
東

率
様（六
十
一
才
）

一

傘

四

O
O円

入
善
町
中
沢
吉
一
房
一
霊
天
様

（
五
十
九
才
〉

引

揚

者

国

債

買

上

に

つ

い

政
府
で
は
こ
の
度
引
場
者
国
廊
限
移
の

買
上
裁
に
担
保
貸
付
を
実
施
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
の
で
御
通
知
数
し
ま
す
な
お
こ

の
買
上
に
生
活
保
謹
者
を
対
照
と
し
て
厨

h

り
ま
す
の
で
生
築
資
金
と
し
て
必
要
な
方

は
月
末
ま
で
申
込
下
さ
い
。

国
民
年
金
法
案
に
つ
い
て

趣

旨

戦
后
老
人
口
が
急
激
に
増
加
の
傾
向
を

示
し
て
居
る
の
で
社
会
保
障
制
度
の
一
環

と
し
て
老
後
明
る
く
楽
し
く
暮
す
た
め
に

国
民
年
金
制
度
が
確
立
し
生
活
安
定
を
図

っ
た
も
の
で
あ
る
。

て
加
入
者

日
本
国
籍
を
有
し
二
十
才
か
ら
六
十
才

ま
で
の
者
は
全
部
強
制
的
に
加
入
す
る

但
し
公
的
年
金
者
は
任
意
と
す
る

二、

国
民
年
金
の
掛
金

二
十
才
以
上
三
十
五
才
未
満
一

O
O円

三
十
五
才
以
上
六
十
才
ま
で
一
五

O
円

以
上
国
民
年
金
被
保
険
者
と
し
て
六
十

五
才
よ
り
月
三
、
五

O
O
円
を
支
給
さ

れ
る

三
、
本
年
十
一
月
一
日
で
七
十
才
の
人
は

三
十
五
年
度
よ
り
年
額
一
二
、

0
0
0

円
老
令
年
金
と
し
て
支
給
さ
れ
じ
月
頃

よ
り
役
場
に
於
て
制
在
開
始
欽
し
ま
す

昭
和
三
＋
四
年
度
第
＝
次

自
衛
官
募
集
始
ま
る
ノ

防
衛
庁
で
は
、
第
二
次
募
集
を
次
の
袈

領
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

志
願
手
続
に
つ
レ
て
は
役
場
総
務
課
へ

問
合
せ
て
下
さ
し
。

＠
採
肘
予
定
人
員

二
等
陸
士
約
＝
、

ニ
等
海
士
約

七

O
O名

三
五
O
名
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朝
日
町
学
校
体
育
祭

第
三
回
制
日
町
学
校
体
育
祭
は
六
月
五

日
午
前
九
時
半
か
ら
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド
で

町
内
の
小
中
高
校
生
一一て

三
O
O名
が、

参
加
し
て
符
わ
れ
た
。
新
緑
に
初
夏
の
風

は
え
る
馬
鼠
山
の
も
と
先
づ
全
員
の
発
淵

整
然
た
る
入
場
行
進
に
は
じ
ま
り
、
井
聞

大
会
長
の
開
会
の
辞
に
つ

い
で
本
村
町
長

川
上
教
育
長
の
祝
絹
激
励
の
砕
を
え
P

け
て

演
技
に
は
い
っ
た
。
小
学
校
兇
子
〈
犬
田

和
夫
指
邸
〉

中
学
校
男
子

（
刻
地
信
夫
）

高
校
全
員
（
加
藤
常
助
〉
の
徒
手
体
操
、

小
学
校
女
子
（
菊
地
紀
美
子
）
中
学
陸
一

二
年
女
子
（
本
村
美
恵
子
）
叩
学
校
三
年

女
子
（
長
谷
く
に
子
）
の
〆
ン
ス
、
百
米

競
走
対
校
継
走
と
十
三
間
目
の
淡
岐
に
わ

た
っ
て
躍
動
す
る
若
々
し
い
日
頃
練
鰐
の

成
果
を
展
開
し
た
。
当
日
は
絶
好
の
体
育

日
和
に
恵
・
ま
れ
次
代
の
朝
日
町
を
に
な
う

青
少
年
の
馬
鼠
山
に
こ
だ
ま
す
る
伝
統
は

参
観
の
来
賓
や

一
般
火
山
ん
の
戸
援
と
賞
賛

を
う
け
力
強
与
を
感
ぜ
し
め
た
ω

そ
し
て
午
後
三
時
半
中
学
校
三
年
女
子

の
優
美
華
麗
な
タ
ン
ス
「
美
し
く
青
き
ド

ナ
ヴ
」
を
最
後
に
町
内
今
臨
生
徒
の
親
善

と
体
育
向
上
に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
終

了
し
た
。
し
か
し
一
般
父
兄
の
参
観
が
少

か
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
っ
た
。
一
般
父
兄

が
直
接
そ
の
目
そ
の
耳
で
若
人
の
活
躍
と

集
団
美
の
実
態
を
見
聞
さ
れ
と
ど
も
と
共

に
楽
し
い
一
日
を
も
っ
て
レ
た
だ
き
た
く

今
後
一

段
の
協
力
を
袈
思
し
た
レ
。

昭
和
三
十
四
年
度

一

朝
日
町
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

一七
月

事

業

計

画

一

四
月
入
隊
式
、
防
火
運
動
、
自
然
博
物

一－
八
月

舘
邸中
仕
、
町
奨
化
運
動

一

五
月
宮
山
県
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
会
参

一
L
j

加
約
三
十
余
名

一・7

J

六
月
朝
臼
町
背
年
教
育
キ
ャ
ン
プ
大
会

協
力
、
知
例
奉
仕
青
い
羽
募
金
、

町
美
化
運
動
、
全
国
一
斉
交
通
安

あ

さ

ひ

表

紙

侮
号
の
あ
さ
ひ
綴
込
表
紙
御
入
用
の
方
は

朝
日
町
政
入
役
室
に
あ
り
ま
す
か
ら
御
申

出
で
下
さ
い
ク
ロ
ー
ス
張
り
金
文
字
入
美

臨

な

も

の

一

組

八

O
円

野
休
み
の
一

日

｜
｜
蛭
谷
の
体
育
祭
｜
｜

阪
谷
の
体
育
祭
は
六
月
一
日
分
段
々
庭

で
行
わ
れ
た
。
山
峡
の
お
そ
い
田
植
も
終

り
ホ
ク
と
－
息
の
野
休
み
に
男
も
女
も
老

人
も
子
供
も
部
落
総
出
の
楽
し
い
－
日
で

あ
っ
た
。
地
区
公
民
舘
健
民
運
動
の

一
っ

と
し
て
と
り
あ
げ
た
ラ
ジ
オ
体
損
に
は
じ

ま
り
二
十
五
種
目
の
演
技
が
展
開
さ
れ
た

保
育
所
の
か
わ
い
い
「
ゅ
う
ぎ
」
か
ら
ピ

ン
倒
し
、
借
物
競
争
、
球
お
く
り
、
キ
ッ

ク
ポ
ー
ル
、
水
く
み
、
さ
て
は
五
十
才
以

上
の
ピ
ン
つ
り
、
男
女
合
同
の
力
の
は
い

る
綱
引
な
ど
せ
ま
い
校
庭
－
ぱ
い
に
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
、
上
組
中
組
下
組
吉
原
組
と

四
位
の
得
点
争
い
も
お
も
し
ろ
く
、
う
ち

の
父
ち
ゃ
ん
隣
り
の
母

ず
ち
ゃ
ん
向
い
の
ね
え
ち

，
ゃ
ん
せ
ど
の
坊
や
と
応

接
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
も

の
だ
っ
た
。

結
局
脱
勝
中
組
次
勝
下

組
と
な
り
、
家
庭
的
な

フ
ン
イ
気
の
う
ち
に
田

植
の
つ
か
れ
を
ふ
き
と

ば
し
、
明
日
へ
の
活
力

を
つ
ち
か
っ
た
。

綱

g

蛭
谷
の
体
育
祭

ひさあ第 46号（昭和32年8月8日）
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全

運

動

隊

員

募

集

六
月
J
十
月
野
球
大
会
、
国
体
北

問
キ
ャ
ン
プ
大
会
於
長
野
、
タ
の

陸
．フ
ロ
ッ
ク
大
会
、
全
秋
以
大
会

集
い
（
映
写
会
）
朝
日
町
小
、
中

全
国
選
出
似
野
球
大
会
、

支
部
予
選

学
生
教
育
キ
ャ
ン
プ
大
会

等
の
協
力
。

八
月
第
二
回
日
本
ク
ヤ
ン
ポ
リ

J
l
i
l
i－
－

1
1
j
，、‘
。，
‘、

於
て
滋
賀
県
琵
琶
湖
畔

一

消

防

車

拡

声

機

寄

贈

各
隊
競
技
大
会
、
白
熱
博
物
館
事

一一

小

在
池
郎
一
治

山
本
興
次
氏

μμ

一

背
少
年
補
母
教
育
抗
座

（
指
漕
員
一
朝
日
町
小
在
池
凱
孫
、
山
本
興
次
氏
は

〉
交
通
安
全
啓
議
運
動

一

こ

の

度

山

崎

分

間
へ
消
防
車
の
拡
問
機
を

十
一
月
朝
日
町
民
体
育
大
会
一
寄
附
さ
れ
た
。

十
二
月
防
火
防
犯
連
動
、
町
契
化
迦
動
一

今
後
の
災
鴇
予
防
や
有
事
の
際
に
お
け

一

月

初
詣
翠
仕
、
初
訓
練
会

－
る
広
報
活
動
に
桜
与
す
る
と
こ
ろ
が
多
く

二
月
社
会
教
育
座
談
会
、
冬
期
訓
練

一
町
民
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

電
気
化
学
、
青
海
工
場
を
見
学
し
て

十
月婦

人
会
の
行
事
の
一
つ
、
社
会
見
学
に

今
年
は
新
潟
県
の
電
気
化
学
、
青
海
工
場

の
見
学
が
二
回
に
亘
り
、
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
私
も
六
月
四
日
婦
人
会
の
一
員
と
し

て
、
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
ら
日

常
生
活
に
は
、
ち
ょ
っ
と
関
心
の
う
す
い
V

製
品
だ
け
に
、
一
般
農
家
の
化
学
肥
料
や

生
石
灰
、
軍
配
印
の
セ
メ
ン
ト
等
は
、
き

い
た
り
、
見
た
り
し
て
レ
る
だ
け
で
、
あ

ま
り
楽
し
い
場
所
で
も
、
な
い
だ
け
に
、

興
味
も
う
す
か
っ
た
．
た
ろ
う
と
思
い
、
四

十
分
ば
か
り
、
汽
車
に
ゆ
ら
れ
、
い
く
つ

か
の
ト
ン
ネ
ル
を
経
て
、
青
海
に
つ
き
ま

し
た
。
背
く
す
み
き
っ
た
空
を
見
な
が
ら
、
私

ら
一
行
は
、
足
ど
り
も
か
る
く
、
役
員
の

指
示
に
従
ひ
、
工
場
の
正
聞
に
つ
き
ま
し

た
ο
す
ぐ
棋
に
あ
る
締
堂
に
案
内
さ
れ
、

少
休
し
た
の
ち
、
上
長
の
方
か
ら
会
社
の

概
裂
を
お
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
い
ろ

いv
ろ
と
説
明
の
中
、
工
場
も
、
東
京
、
群

馬
、
新
潟
、
福
岡
と
凶
工
場
を
持
ち
、
・
中

で
も
青
尚
工
場
は
、
一
番
大
き
く
て
、
生

産
も
大
半
を
占
め
て
い
る
と
の
事
で
し
た

こ
の
工
場
の
特
徴
と
し
て
は
、
主
嬰
原

料
と
な
る
石
氏
石
が
、
黒
姫
山
よ
り
探
お

さ
れ
、
向
号
五
万
年
間
の
生
産
量
は
大
丈

夫
と
の
話
で
、
一
同
び
っ
く
り
致
し
ま
し

た
。
其
の
上
、
工
業
用
水
が
豊
富
に
使
用

で
き
る
こ
と
等
、
最
も
好
条
件
に
恵
ま
れ

月
た
内
容
を
き
L
ま
し
た
。

叉
従
業
員
の
厚
生
福
利
施
設
も
完
備
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
昼
食
を
と
っ
て
、

午
后
か
ら
映
画
で
工
場
の
生
産
の
現
況
を

見
せ
て
鼠
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
ら
に

は
、
は
っ
き
り
と
見
当
が
つ
か
ぬ
事
ば
か

り
で
し
た
。
一
時
半
、
五
留
に
分
れ
て
、

係
の
案
内
に
従
い
、

工
場
の
中
へ
入
り
ま

し
た
。
始
め
に
黒
脱
出
の
前
に
参
り
ま
し

た
。
途
中
、
太
い
ヱ
ン
ト
ツ
の
中
か
ら
白

い
煙
が
も
く
も
く
と
、
生
産
を
萎
で
る
か

の
様
に
、
は
き
尚
て
い
ま
し
た
。

こ
の
山
に
は
、
従
業
員
の
方
が
－
一変
替

で
、
ゃ
く
二

O
O人
も
働
い
て
い
ら
れ
る

よ
う
で
す
。
私
ら
の
目
に
は
、
何
人
か
の

方
A

が
小
さ
く
凡
え
ま
し
た
。
山
の
緑
が

美
し
く
、
用
水
に
移
っ
て
い
ま
し
た
。
安

全
を
願
い
、
事
故
の
な
き
岐
、
祈
ら
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
山
を
汗

に
向
け
な
が
ら
、
セ
メ
ン
ト
の
工
叫
に
や

っ
て
き
ま
し
た
。
向
い
凶
に
、
大
き
な
ま

る
い
、
も
の
の
中
に
、
セ
メ

ン
ト
の
原
料
が

機
械
に
よ
っ
て
、
ぐ
る
ぐ
る
と
、
一
年
中

や
す
む
事
な
く、

動
い
て
、
こ
ね
ま
わ
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
う
L
て
、
原
料
が
穴
き
な
長
レ
タ
ン

グ
の
ゆ
を
通
り
つ
L
、
熱
せ
ら
れ
る
よ
う

で
す
。
や
が
て
、
初
夏
の
風
に
ひ
た
り
な

が
ら
、
九
七

O
戸
も
あ
る
と
か
言
は
れ
る

社
宅
を
、
右
左
に
見
な
が
ら
、
日
用
品
配

給
所
に
入
り
ま
し
た
、

こ
L

に
は
、
ぜ
い

た
く
品
を
除
い
た
外
、
日
常
生
活
に
必
要

と
さ
れ
る
物
資
が
殆
ん
ど
間
に
合
う
事
に

な
っ
て
い
る
よ

4
で
す
勺

こ
与
で
さ
一
十
分
休
け
い
致
し
ま
し
た
。

皆
、
暑
さ
や
ら
多
少
の
つ
か
れ
か
ら
、
冷

い
飲
物
に
の
ど
か
』う
る
ほ
し
ま
し
た
。
三

時
も
す
き
た
墳
で
し
た
の
で
、
お
母
さ
ん

遠
の
貨
物
が
、
ぽ
つ
ぽ
つ
、
見
ら
れ
ま
し

た
η

一二
時
半
、
再
び
元
気
を
と
り
民
し
、

現
場
に
参
り
ま
し
た
。
－
番
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
セ
メ
ン
ト
の
流
れ
一
貫
作
業
で

し
た
。
こ
L
で
は
、
今
さ
ら
人
聞
の
頭
の

す
る
ど
さ
に
．
お
ど
ろ
か
さ
れ
、
－
同
興

味
深
く
、
見
て
い
ま
し
た
。
く
る
く
る
と

廻
る
椴
減
に
、
セ
メ
ン
ト
の
袋
が
工
員
一

人
の
手
で
、
は
さ
み
送
ら
れ
な
が
ら
、
上

の
方
か
ら
、
一
定
の
セ
メ
シ
ト
の
量
が
積

み
込
ま
れ
、
同
時
に
封
印
さ
れ
て
レ

1
ル

の
ほ
聞
な
所
を
、
次
か
ら
次
へ
と
、
す
べ
り

出
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

大
へ
ん
平
く
、
行
儀
よ
く
、
並
ん
で
ゆ

く
の
で
、

お
か
し
い
位
で
し
た
。
そ
し
て

償
に
待
っ
て
い
る
貨
車
の
中
に
、
積
ま
れ

て
ゆ
き
・手
品
し
た
。
こ
う
し
て
、
軍
配
印
の

セ
メ
ン
ト
が
全
国
各
地
へ
発
送
さ
れ
る
わ

け
で
、
す
り
一私
ら
の
町
に
も
、
大
い
に
役
立

っ
て
く
れ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。

朝
日
町
に
も
、
こ
ん
な
大
き
な
工
場
が

一
つ
で
も
あ
っ
て
く
れ
た
ら
；
：
：
と
思
い

な
が
ら
、
外
に
出
る
と
交
替
番
の
人
達
．た

ろ
う
か
、
弁
当
を
下
げ
て
、
出
勤
し

τ〈

る
方
止
に
、
あ
ち
、
こ
ち
、
出
逢
い
ま
し

た
・
あ
の
人
選
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に

就
か
れ
る
惑
だ
ら
う
か
？
一
日
を
ど
う
ぞ

御
舵
事
で
と
、
ひ
と
り
、

心
に
つ
ぶ
や
き

な
が
ら
、
い
つ
し
か
、
も
と
の
講
堂
に
参

り
ま
し
た
っ
文
、

今
回
、
案
内
さ
れ
た
係

の
方
々
も
、
終
始
、
明
る
い
笑
顔
で
、
親

切
に
名
現
地
を
見
せ
て
民
き
、
ほ
ん
と
う

に
、
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
御
礼
を
L

K
が
ら
、
電
気
化
予
背
海
工
地
の
発
脱
と

全
従
業
以
の
御
船
肢
を
祈
り
つ
L
私
ら

一

行
元
気
で
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
黒
姫
の

山
を
凶
に
見
な
が
ら
、
あ
の
太
い
ヱ
ン
ト

ツ
の
中
か
ら
、
今
な
ほ
、
も
く
も
く
と
、

白
い
煙
が
高
い
空
に
、
は
き
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

（
泊
婦
人
会
員
）



稲
の
穂
肥
の
施
し
方

穂
肥
は
み
の
り
肥
と
し
て
大
切
で
す
が

む
や
み
に
施
す
と
穂
首
イ
モ
チ
の
発
生
と

か
へ
っ
て
し
ん
だ
が
多
く
つ
い
て
減
収
と

な
り
ま
す
か
ら
人
ま
ね
椋
肥
は
絶
休
に
さ

け
ね
ば
な
ら
な
い
。
秋
諮
問
や
幼
穂
形
成

期
に
幾
分
集
色
が
さ
め
る
憾
な
場
合
、
又

一
冗
肥
、
追
肥
が
少
な
く
計
画
的
の
職
肥
な

ら
ば
効
果
が
大
さ
い
。

穂
肥
は
出
稲
の
一
二
十
二
日
前
が
よ
い
と

云
っ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
ろ
ま
だ
葉
色
が

さ
め
な
い
時
同
一
な
ら
そ
の
時
期
に
叉
そ

の
頃
葉
色
が
さ
め
な
い
よ
う
な
ら
ば
出
穂

十
五
日
前
に
施
す
と
よ
い
。

早
生
は
出
穂
の
十
五
日
前
、
七
月
十
口
頃

が
一
番
良
い
、
平
生
は
出
穂
の
三
十
二
日

に
や
る
と
無
効
分
壌
が
多
く
な
る
か
ら
よ

く
な
い
。

中
生
極
等
三
十
三
日
前
、
三
十
五
日
前
の

中
、
葉
色
を
見
て
ど
の
時
期
が
よ
い
か
判

4 昭和34年6月20日発行ひ

友
の
通
り
と
推
察
し
ま
す
が
土
質
と
田
植

の
早
晩
に
よ
り
多
少
の
速
い
が
あ
り
ま
す

が
株
元
を
調
べ
て
碓
め
て
下
さ
い
。

早
摘
栽
培
と
モ
ン
ガ
レ
病

朝
日
町
の
水
稲
滅
状
要
閣
は
倒
伐
と
そ

シ
ガ
レ
穂
首
イ
モ
チ
で
あ
る
。

倒
伏
と
穂
盲
イ
モ
チ
予
防
は
周
知
の
通
り

で
す
が
そ
ン
ガ
レ
病
防
除
も
こ
れ
か
ら
耕

極
的
に
薬
剤
防
除
に
研
究
し
た
い
も
の
で

す
。
早
植
、
多
肥
、
密
植
は
発
病
が
多
く

な
る
の
で
地
帯
に
よ
り
考
慮
す
る
こ
と
で

す
。
薬
剤
に
よ
る
防
除
は
そ
ソ
ゼ
ツ
ト
水

和
剤
を
幼
穂
形
成
期
か
ら
穂
ば
ら
み
期
に

一一
l
＝
一
回
撒
布
す
る
の
が
一
番
良
い
が
早

自
の
方
が
効
果
が
大
き
い
。

て7

西

瓜

の

追

肥

土
質
肥
料
の
種
類
に
よ
っ
て
多
少
や
り
方

が
変
っ
て
く
る
が
普
通
は
蜜
索
肥
料
の
ア

ン
モ
ユ
ヤ
か
尿
素
で
す
尿
素
は
根
ぐ
さ
れ

て7

さ

防
止
上
よ
い
の
で
果

菜
類
の
追
肥
は
尿
素

が
い
っ
ぱ
ん
よ
い
。
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断
し
て
下
き
い

三
十
二
日
又
は

三
十
五
日
前
の

場
合
チ
ヅ
ソ
成

分
四
i
五
百
匁

加
奥
成
分
四
i

五
O
O匁
を
施

し
十
五
日
前
の

と
き
チ
ツ
ソ
成

分
一
一
一
百
匁
位
が

よ
い
。尚
加
盟
は
六

月
下
旬
か
ら
七

月
中
旬
迄
加
盟

成
分
五

O
O匁

位
施
す
と
良
い

品
種
別
の
穂
出

の
二
十
五
日
前

幼
箱
形
成
期
は

西
瓜
は
元
肥
が
多
い
と
つ
る
ほ
け
と
な
り

着
果
が
お
く
れ
病
気
に
も
か
L
り
易
い
の

で
三
O
M
P
の
聾
一
一
棄
は
追
肥
と
す
る
の
が
よ

い
一
番
追
肥
は
着
果
し
た
果
が
電
球
位
の

頃
か
ら
四
l
五
回
施
す
、
重
先
が
下
っ
て

細
蔓
に
な
っ
た
場
合
は
肥
切
り
で
す
か
ら

肥
切
れ
に
な
ら
ぬ
前
草
先
が
下
り
か
け
時

施
す
の
が
よ
い
反
当
り
尿
素
ニ
覧
制
つ
ゆ

で
と
け
る
程
度
が
最
も
よ
い
晴
天
続
き
の

場
合
は
水
肥
と
し
て
施
す
、
場
所
は
根
が

一
審
多
く
は
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
道
の
先

端
よ
り
幾
分
株
元
に
近
い
方
で
す
か
ら
そ

の
と
こ
ろ
へ
、
陸
一
面
に
亙
が
の
び
て
ゐ

る
場
合
は
畦
の
カ
タ
に
施
す
と
よ
い
、
尚

西
瓜
の
孫
蔓
を
切
り
取
る
と
来
が
大
き
く

な
り
来
も
着
き
易
く
な
る
。

マ
庭
木
類
菊
の
さ
し
木

梅
雨
期
は
一

g
・
中
で
温
度
や
湿
度
の
上
か

ら
露
地
さ
し
の
最
適
期
で
す
き
れ
い
な
花

を
見
て
か
ら
準
備
し
た
い
と
思
ふ
の
が
人

の
常
で
す
菊
、
つ
L
じ
、
パ
ラ
等
今
さ
し

た
い
も
の
で
す
。

さ
し
秘
一
般
に
若
い
校
は
根
が
よ
く
で

る
反
面
、
軟
弱
で
く
さ
り
易
〈
古
く
て
か

た
い
枝
は
発
恨
が
わ
る
い
傾
向
が
あ
り
、

た
い
て
い
の
楠
肋
は
こ
と
し
伸
び
た
枝
か

前
の
年
に
で
た
枝
を
用
ひ
ま
す
、
し
か
し

な
ん
て
ん
、
ゃ
な
ぎ
な
ど
の
根
の
で
や
す

い
も
の
は
ど
ち
ら
で
も
よ
い
、
長
さ
は
種

類
に
も
よ
る
が
一
宜
粁
J
二
十
粁
が
ふ
つ

う
で
グ
チ
ナ
ス
、
モ
ク
セ
イ
、
ッ
パ
キ
、

ゲ
グ
ケ
イ
ジ
ユ
な
ど
の
常
縁
樹
は
頂
芽
を

つ
け
て
さ
し
ま
す
。

ほ
か
の
も
の
例
へ
は
ア
ジ
サ
イ
、
レ
ン
ギ

ョ
ウ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
、
パ
ラ
、
ザ
ク
ロ
、

ハ
ク
チ
ョ
ウ
ゲ
、
な
ど
は
頂
芽
が
な
く
て

側
芽
で
も
よ
い
葉
は
た
く
さ
ん
つ
け
る
と

乾
燥
す
る
時
に
は
し
お
れ
て
よ
く
あ
り
ま

壮
ん
が
梅
雨
期
は
な
る
だ
け
つ
レ
て
い
た

方
が
よ
い
。

き
し
方
さ
す
角
度
は
垂
直
で
も
な
L
め
で

も
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
、
深
さ
は
穂
の
半

分
程
ま
で
さ
し
入
れ
ま
す
、
菊
等
は
揮
の

基
部
が
く
さ
ら
な
い
や
う
ダ
ン
プ
（
赤
土

）
を
つ
け
て
き
す
と
よ
い
。

さ
し
床
通
気
が
よ
〈
て
L
か
も
水
も
ち

の
よ
い
徴
細
な
砂
を
の
ぞ
い
た
砂
土
が
よ

い
、
鉢
胞
の
や
う
に
底
ヘ
ゴ
ロ
土
を
厚
入

れ
る
と
な
ほ
よ
い
、
畑
土
は
病
菌
が
レ
る

の
で
表
土
を
と
り
の
ぞ
い
た
心
土
が
よ
い

管
理
、
南
国
か
ら
の
光
線
を
ヨ
シ
ズ
で
防

ぐ
や
う
に
す
る
か
地
表
四
、
五
橿
の
と
こ

ろ
に
水
平
に
強
っ
て
も
よ
い
、
温
度
平
均

十
度
以
上
（
気
温
）
と
き
に
は
、
二
十
五

度

t
一
一
一
十
度
位
あ
が
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し

‘ν
 

湿
度
は
と
く
に
大
切
で
ふ
つ
う
一
日
一
回

カ
ン
水
し
ま
す
が
水
は
け
の
よ
い
砂
で
一

日
数
回
カ
γ
水
す
る
の
が
理
想
的
で
す
。

以
上
の
や
う
に
し
て
一
ニ
、
・
四
十
日
す
る
と

根
が
で
て
き
ま
す
が
庭
木
頭
は
そ
の
ま
L

お
い
て
九
月
末
頃
苗
畑
か
鉢
へ
定
植
し
ま

す。

お
互
に
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
グ

b
v
涙
を
流

し
て
金
を
万
ま
し
と
る

こ
ん
な
手
口
に
か
か
ら
ぬ
よ
う

本
年
春
頃
よ
り
制
日
町
、
入
善
町
に
一

一
い
ま
し
た
ら
な
ん
と
、
一
枚
六
七
百
円
程

見
四

O
才
位
の
貴
婦
人
が
現
わ
れ
涙
を
流

一度
の
ご
く
悪
る
い
品
物
で
び
っ
く
り
ぎ
よ

し
て
夫
は
先
ご
ろ
実
然
病
気
に
倒
れ
て
入

一う
て
ん
／
．
警
察
へ
届
け
て
こ
ら
れ
ま
し

院
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
入
院
や
ら
手
術
代

一
た
そ
れ
で
警
察
で
は
人
相
着
衣
等
を
た
ょ

に
二
万
円
程
の
ま
と
ま
っ
た
金
が
ど
う
し

一
り
に
調
べ
て
お
り
ま
す
と
こ
れ
と
似
か
よ

て
も
い
る
の
で
つ
い
最
近
娘
の
晴
着
を
五

一
っ
た
手
口
で
本
年
春
先
よ
り
今
ま
で
数
件

万
円
で
作
っ
た
ば
か
り
の
着
物
五
六
枚
を
一
も
夜
害
が
出
て
き
ま
し
た
。

持
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
を
か
た
に
置
い

一

侵
害
者
は
何
れ
も
あ
ん
な
立
派
な
婦
人

て
行
く
か
ら

O
O日
ま
で
金
二
万
円
ば
か

一
が
？
と
、
本
当
に
い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た

り
貸
し
て
レ
た
だ
き
た
い
そ
の
日
に
会
社
一
が
本
当
に
だ
ま
ぎ
れ
た
の
で
す
か
ら
仕
方

か
ら
月
給
が
あ
た
る
か
ら
必
ず
持
っ
て
参
一
が
あ
り
ま
せ
ん
。
と
れ
は
泣
き
落
し
戦
術

え
り
ま
す
と
云
っ
て
言
葉
巧
に
二
万
円
を
一
と
申
し
ま
し
て
被
密
者
の
同
情
を
買
い
金

だ
ま
し
と
っ
て
行
ぎ
ま
し
た
。

一
を
出
さ
せ
て
、
だ
ま
し
と
る
手
口
の
一
つ

金
を
貸
し
た
人
は
始
め
す
っ
か
り
そ
の

一
で
す
こ
ん
な
口
実
に
の
ら
な
い
よ

4
お
互

婦
人
を
信
用
し
て
い
た
が
い
つ
ま
で
に
つ

一
に
い
在
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

て
も
現
わ
れ
な
い
の
で
不
審
に
思
い
預
つ

一

ハ
入
善
替
察
磐
係
り
〉

た
着
物
を
店
屋
へ
持
っ
て
行
き
調
べ
て
貰
一

白

雲

先

生

武

者

小

路

実

篤

遊

太

郎

巷

談

柴

田

錬

一

一

一

郎

生

舎

も

の

百

態

大

島

広

一
日
二
日
山
旅
案
内
山
之
漢
谷
社

学

生

へ

の

手

紙

山

下

車

初
級
ラ
ジ
オ
プ
ヅ
グ
三
坂
英
明

赤

面

恐

怖

の

治

し

方

森

田

正

馬

よ
い
親
の
子
、
と
わ
る
い
子
親
の
子

林
勝
造
外
一
名

北
日
本
新
聞
社

井

上

靖

モ

νプ
メ
リ

高

域

高

。

雑
魚
ク
ラ
プ
繍

根

本

情

強

熊
原
d

政
男

高
川

・
格

ぺ
1
タ
l
ス
J
r
u
F

ー｜新

吾｜刊

号｜案

竺｜内
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徳
川
家
康

皇

域

新
苔
十
番
勝
負

紅
顔
夜
叉

茶
の
湯
読
本

東
京
附
近
山
の
旅

愛
を
奮
い
し
君
な
れ
ば

ウ
ィ
ー
ン
の
踊
ベ

泣
き
笑
ひ
五
十
年

絵
巻
の
世
界

風
流
使
者
上

私
本
太
平
記

カ
ン
の
予
防

皇
后
さ
ま
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